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名古屋市内の住宅における寝室の温熱環境

酒 井 潔,三 谷 一 憲
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Bedroom Thermal Environment in Nagoya, Japan

Kiyoshi SAKAI and Kazunori MITANI
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Abstract Objectives: The objective of this study was to estimate the indoor thermal environment and 
the air-conditioning pattern in bedrooms during sleeping time, and to evaluate the relationship between the 
indoor thermal environment and the dwelling characteristics in Nagoya, Japan.

   Methods: Temperature, relative humidity and information on dwelling characteristics were obtained 

from 84 dwellings in summer and 100 dwellings in winter from 1995 to 2001.

   Results: The mean percentage of bedrooms air-conditioned during sleeping time was 23% when 

cooled in summer and 7% when heated in winter. The mean temperature and relative humidity in bedrooms

during sleeping time was 27.7℃ and 62%in summer, and 13.1℃ and 61%in winter, respectively. The tem-

peratures in bedrooms during sleeping time were found to comply with the recommended values for an in-

door thermal environment (24-28℃ in summer and 15-21℃ in winter) in 39%of the dwellings in summer

and 24% of them in winter. The mean temperature in bedrooms during sleeping time was significantly 

higher in apartments than in separate houses (p<0.01) in winter, although there was no significant differ-

ence of mean temperature between apartments and houses in summer. There was no significant difference 
in mean relative humidity between apartments and houses in both summer and winter.

   Conclusion: Although the mean temperature in bedrooms during sleeping time varied widely depend-

ing on the type of dwelling, there also appeared to be differences between apartments and houses with 

respect to the temperature in bedrooms during sleeping time in winter.

Key words: temperature(気 温),relative humidity(湿 度),bedroom(寝 室),separate house(戸 建 住 宅),

      apartment house(集 合 住 宅)

緒言

日本人の平 日の平均睡眠時間(2000年)は7時 間42分

であり,1日 の約3分 の1を 寝室で過 ごしている(1)。 寝

室は1日 の疲れを癒 し,翌 日の活動に備える場であるの

で,適 切な温熱環境の確保が重要である。近年,夏 季の

大都市部では,ヒ ートアイランド現象による真夏 日や熱

帯夜の出現 日数の増加 とともに,子 供や高齢者での熱中

症の発生数が増加している(2)。 夏季の高湿状態も暑さ

に対する不快感を高めるとともに,ア レルギー疾患 との

関連が指摘されている真菌やダニを増殖 させやす くす

る。冬季では居間を中心 とした一室暖房の住宅が多いた

めに,暖 房室 と非暖房室の間にはかなり大きな気温差が

ある(3)。 低温では高齢者で著 しい血圧上昇が見られた

とする報告(4)や 脳卒中で死亡 した ヒトの住宅での冬季

の夕方団らん時の平均室温はそ うでない住宅 より低い傾

向にあったとする報告がある(5)。冬季の低湿状態は,気

道粘膜を乾燥させて気道の細菌感染予防作用を弱め,イ

ンフルエンザウイルスの生存期間を延ばしてインフルエ

ンザに感染させやす くする。このように,住 宅の温熱環

境はヒトの健康に強 く関わっている。一方,1970年 代に

二度の石油危機を経験したわが国は省エネルギー政策を

推進し,住 宅での省エネ指針 として1980年 に 「旧省エネ

ルギー基準」(6)を 制定後,二 度にわたってその内容を

強化 してきた(7,8)。 これ らの基準に対応するために住

宅の高断熱化と高気密化を進めた ことが,冷 暖房の充実
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とともに住宅の温熱環境に影響を与えた ことが考えられ

る。

現在,住 宅の温熱環境に関する法規制はないが,睡 眠

時の寝室の熱環境評価基準値として,夏 季は26±2℃,冬

季は18±3℃ が提案されている(9)。 住宅での冷暖房の

目安としては,夏 季では24℃ 以下は冷え過 ぎ,冬 季では

暖房温度の上げ過ぎに注意しながら室内での上下温度差

は3～5℃ 以内,湿 度は50%前 後が望ましい とされてい

る(10)。 温熱環境を含む住居気候に関する研究はすでに

数多 く行われている(11)。近年の住宅の温熱環境に関す

る報告は,住 宅の熱容量や断熱性,気 密性,換 気性,エ

ネルギー消費量などの住宅性能の見地から論 じたものも

多い。既存住宅の温熱環境の実態調査は居間を中心に行

われてお り(12-24),寝 室 を含む調査例は少数である

(12,13,16,21,23)。

そこで,夏 季には近年 ヒー トアイラン ド現象が進み,

冬季は東京都や大阪市 より月平均気温が低い名古屋市

(2,25)の 住宅を対象 として,睡 眠時間帯における寝室の

温熱環境の実態および冷暖房機器の使用状況を明らかに

するとともに,寝 室の温熱環境に影響を与える要因の検

討を行った。

調査方法

1.調 査時期および調査対象

調査時期は1995～2001年 度の8～9月(夏 季)な ら

びに1～3月(冬 季)で,各 年度では原則 として同一住

宅を夏季 と冬季に調査した。ただ し,1995年 度は冬季の

みの調査であった。調査対象は,名 古屋市内で室内空気

に対して特に苦情のなかった住宅121戸 の寝室で,い ず

れも居間 とは別の部屋であった。全データが得られたの

は,夏 季88戸,冬 季102戸 であった。その中で夏日(最

高気温が25℃ 以上になった 日)に ならなかった夏季の3

戸,外 気最高気温が4月1日 の最高気温平年値(16.3℃)

(26)を 超えていた冬季の1戸 ならびに夏季 ・冬季 ともに

1戸 のみで統計処理に適さない と考えられた集合 ・木造

住宅は解析対象から除外した。したがって,今 回の解析

対象数は夏季84戸,冬 季100戸 であ り,両 季節を通して

調査できた住宅は75戸 であった。

2.調 査項 目と調査方法

(1) 温湿度

気温 お よび相 対湿度 の測定 には,1995～1997年 度 は

自記温湿度計1120型(い すず製作所),1998～1999年 度

は温湿度記録計HN-U型(チ ノー),2000～2001年 度 は

温湿度デー タロガーTR-72S(テ ィア ン ドデ ィ)を 使用 し

た。各測定器は,使 用前に アス マン通風乾湿計(気 象庁

検定付,柴 田科学)で 温湿 度の較正 あるい は確認を行 っ

た。温湿 度は,原 則 として午前10時 か ら翌 日午前10時

まで の24時 間連 続測定 し,15分 間 隔 で温湿度 を記 録 し

た。測定器 の設置場所 は,室 内の床 上1～1.2mと し,日

射や冷暖房機器の影響を受けに くく,居 住者の生活の支

障にならない位置 とした。室内の温湿度は,睡 眠時間帯

および1日 の平均値,最 高値,最 低値,変 動幅を算出し

た。睡眠時間帯は,平 日に15歳 以上 の人の50%以 上が

睡眠をとっている時間帯である午後11時 から翌 日午前6

時30分 までの7時 間30分 とした(1)。外気温は調査日に

おける名古屋地方気象台の最高値 と最低値を使用 した

(26)。

(2) 室内環境要因

下記の項目について,調 査時に家人から聴取した。

住宅:(1)住 宅の種類(戸 建,集 合),(2)住 宅の構造(木

造軸組造 ・枠組壁造 ・木質系プレハブ造を木造,鉄 骨系

プレハブ造 ・鉄筋 コンクリー ト造を非木造 とした),(3)築

後年数 または リフォーム後年数(以 下,築 後年数),(4)建

物 の階数,(5)居 住階数,(6)総 床面積(1998～2001年 の

み),(7)住宅内での寝室の配置(寝 室の出入口が居間やダ

イニングキ ッチン(以 下,居 間等)に 接する場合,同 一

階で寝室の出入口が居間等に接しない場合,寝 室が居間

等 とは別階の場合)

寝室:(1)階 数,(2)床 面積,(3)床 材質(畳,板,そ の他),

(4)カーペットの有無,(5)窓 の開閉状況(無 窓室は常時閉

鎖 とした),(6)出 入口の開閉状況,(7)冷暖房機器の種類と

その使用時間(30分 単位),(8)換 気扇の有無 とその使用

時間,(9)除 湿器 ・加湿器の有無 とその使用時間

3.統 計学的方法

温湿度の平均値の差の検定は,t検 定法または一元配

置分散分析法で行った。相関係数は,Pearsonの 方法で算

出した。睡眠時間帯の気温が,住 宅の熱環境評価基準値

(9)に 全て適合 した寝室を適合群,全 て適合 していな

かった寝室を不適合群,部 分的に適合していた寝室を中

間群とした。なお,冬 季の適合群には最低気温が15℃ 以

上でかつ最高気温が21℃ を超えていた寝室8室 も加え

た。夏季 と冬季の間での適合割合の差の検定は,カ イ2

乗独立性検定法で行った。

調査結果

1.調 査住宅の概要

(1) 住宅および寝室の属性

表1に 住宅お よび寝室 の属性 をま とめた。住宅 の種類・

構造(以 下,住 宅類型)別 割合 は,戸 建 ・木造 が夏季 ・

冬季 ともに35%,戸 建 ・非木造が21%と22%,集 合 ・非

木造が44%と43%で あ った。住宅類型別 築後年 数の平均

値は,11.4～15.0年 で住宅類型 に よる違 いはなかった。

居住人数 の平 均値 は,両 季節 ともに 戸建住 宅 で4.2名,

集 合住宅で3.4名 で あ った。戸建住宅 の総 床面積の平均

値は夏季136m2,冬 季138m2,集 合 住宅 は両季節 ともに

69m2で あ った。

寝室 の床面積 の平均値 は,戸 建住宅 では夏季11.9m2,

冬 季12.1m2,集 合 住宅 では両季節 と もに9.3m2で あ っ
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表1 住宅と寝室の属性

た。寝室の床が畳であったのは,戸 建住宅では夏季45%,

冬季54%に 対 して,集 合住宅では78%と72%で あった。

寝室の出入 口が居間やダイニングキ ッチン(以 下,居 間

等)に 接 していたのは,戸 建住宅では両季節 ともに26%

であったのに対 して,集 合住宅では夏季76%,冬 季70%

であった。戸建住宅の寝室が居間等 とは別階(2階)に

位置 していたのは,夏 季68%,冬 季67%で あった。夏季

に寝室の窓が冷房時以外はいつ も開放 していたのは,戸

建住宅81%,集 合住宅76%で あった。冬季に窓を全 く開

放 しない住宅は,戸 建住宅63%,集 合住宅42%で あっ

た。冷暖房時以外は寝室の出入口をいつも開放していた

のは,戸 建住宅では夏季81%,冬 季44%で あったのに対

して,集 合住宅では92%と65%で あった。戸建住宅の寝

室は,居 間等から離れた位置にあってその出入口が締め

切られている場合が多かったのに対 して,集 合住宅の寝

室は,居 間等に隣接 して同一の部屋 として使用している

場合が多かった。換気扇を設置していた寝室はなかった。

(2) 睡眠時間帯での冷暖房機器の使用状況

表2に 睡眠時間帯における寝室での冷暖房機器の種類

別使用割合とその使用時間を示 した。冷房していた寝室

の割合は,戸 建住宅40%と 集合住宅46%,暖 房 していた

寝室の割合は,戸 建住宅22%と 集合住宅24%で あり,住

宅の種類による違いはほとんどなかった。冷暖房機器の

平均使用時間は夏季4.4時 間,冬 季2.3時 間であったが,

住宅間のばらつ きが大 きかった。冷房はすべてエアコン

で行われてお り,暖 房 もエアコンによる場合が最 も多

かった。睡眠時間帯を通 して冷房 していた寝室は11%,

暖房 していた寝室は4%で あり,暖 房器具の種類はエア

コン3室 と電気カーペット1室 であった。なお,寝 室を

24時 間冷房あるいは暖房していた住宅は各1戸 で,い ず

れもエアコンを使用 していた。図1は,冷 暖房機器を使

用していた住宅の割合(以 下,冷 房割合または暖房割合)

の日内変化を示 したものである。冷房割合は0時 前後に

最も高 くなり,睡 眠時間帯での平均(最 小～最大)は23

(12～40)%,1日 では15(5～40)%で あった。暖房

割合は朝7時 頃 と夕方から夜半にかけて小さな ピークが

見られ,睡 眠時間帯での平均(最 小～最大)は7(4～

13)%,1日 では9(4～19)%で あった。また,除 湿器

や加湿器を使用していた寝室はなかった。
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表2 睡眠時間帯1)に おける寝室での冷暖房機器の使用状況

1) 午後11時 ～翌日午前6時30分,2) 複数 の暖房機器を使用していた場合を含む,3) 使用 していた寝室での平均±標準偏差(最

小～最大)

2.夏 季での温熱環境実態

表3に 睡眠時間帯および1日 の寝室での温湿度の平均

値,最 高値,最 低値,変 動幅 ならびに外気温の最高値,

最低値,変 動幅をまとめた。調査年度による各温湿度の

平均値に有意差はなかったので,6年 間まとめて解析す

ることとした。睡眠時間帯での寝室の平均気温は27.7℃

であったが,住 宅間のばらつきが大きかった。外気の最

低気温の平均値は22.9℃ なのに対して,寝 室の1日 での

最低気温の平均値は26.3℃ で3.4℃ 高かった。睡眠時間

帯での平均気温が25℃ 以上の寝室は93%,30℃ 以上の

寝室は8%で あり,最 低気温が25℃ 以上の寝室は88%,

30℃ 以上の寝室も1室 あった。睡眠時間帯での寝室の平

均湿度は62%で あった。最低湿度が70%を 超えていた寝

室は13%で あったが,最 高湿度が40%未 満の寝室はな

かった。

1日 で の寝室の平均気温は28.4℃ で あ り,最 高気温は

寝室が30.6℃ な のに対 して外気が31.4℃,最 低気温はそ

れぞれ26.3℃ と22.9℃ で あった。寝室 での最高気温は

外気 よ り0.8℃ 低 く,逆 に最低気温 は外気 より3.4℃ 高

か ったので,寝 室の変動幅(4.3℃)は 外気(8.5℃)の

約半 分であ った。寝 室の最高お よび最低気温 は,外 気 と

の間でいずれ も有意 な相関関係があ った(p<0.01)。1日

の平均湿度 は59%で あ った。最低湿度 が70%を 超 えてい

た寝室 は4%で あった が,最 高湿度 が40%未 満 の寝室 は

なかった。

調査 日の外気が真夏日(最高気温が30℃ 以上になった

日)で あった割合は73%,酷 暑 日(最 高気温が35℃ 以

上になった 日)で あった割合は5%で あった。また,熱

帯夜(最 低気温が25℃ 以上の日)で あった割合は14%

であった。

図1 冷暖房機器の時刻別使用割合
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表3 夏季における寝室の気温と湿度

平均±標準偏差(最 小～最大),調 査室数:84室

表4 冬季における寝室の気温と湿度

平均±標準偏差(最 小～最大),調 査室数:100室

表5 夏季の睡眠時間帯における寝室での熱環境評価基準値への適合割合と関連要因

3.冬 季での温熱環境実態

表4に 睡眠時間帯および1日 の寝室での温湿度の平均

値,最 高値,最 低値,変 動幅ならびに外気の温湿度の最

高値,最 低値,変 動幅をまとめた。寝室での睡眠時間帯

および1日 の各気温の平均値は調査年度による有意差は

なかったが,外 気温では有意差がみられた(最 高気温:

p<0.05,最 低気温:p<0.01)。 しかし,最高および最低気

温は寝室 と外気の間で有意な相関関係はなかったので,

いずれも7年 間まとめて解析することとした。睡眠時間

帯での寝室の平均気温が13.1℃ であったが,住 宅間のば

らつきが大きかった。睡眠時間帯での最低気温の平均値

は11.8℃ なのに対して,外 気は0.6℃ であった。睡眠時

間帯での平均気温が15℃ 以上の寝室は34%,最 低気温

が15℃ 以上の寝室は24%,逆 に最高気温が15℃ 未満の

寝室 は54%で あった。平均気温が最 も低 かった寝室

(2.7℃)は,築 後4年 の木造戸建住宅で1日 の平均気温

(最低気温～最高気温)は5.9(0.8～17.9)℃ であっ

た。睡眠時間帯での寝室の平均湿度は61%で あった。最

低湿度が70%を 超えていた寝室は11%,逆 に最高湿度が

40%未 満であった寝室は1%で あった。

1日 で の寝室の平均気温 が13.6℃ で あ り,最 高気温 は

寝 室が17.3℃ な の に対 して外 気 が9.8℃,最 低 気温 は

10.8℃ と0.6℃ で あった。平均気温 が最 も低 かった寝室

(3.8℃)は,築 後18年 の集合住宅 で暖房 は行 なわれ てい

なかった。1日 の平均湿度 は57%で あ った。最高湿度が

40%未 満 の寝室 な らび に最低 湿度 が70%を 超 えていた

寝室 はそれぞれ1%で あった。

調査 日の外気が冬日(最低気温が0℃ 未満になった日)

であった割合は48%で あったが,真 冬 日(最 高気温が

0℃ 未満になった日)は なかった。

4.睡 眠時間帯における熱環境評価基準値への適合割合

(1) 夏季での状況

表5に 夏季における睡眠時間帯での熱環境評価基準値
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表6 冬季の睡眠時間帯における寝室での熱環境評価基準値への適合割合と関連要因

表7 睡眠時間帯における寝室での冷暖房機器使用の有無と温湿度

平均±標準偏差

への適合割合を住宅類型別に示 した。睡眠時間帯を通 し

て気温が睡眠時の寝室の熱環境評価基準値(24～28℃)

(9)に 適合 していた適合群は39%,全 く適合 していな

かった不適合群が29%で あった。適合群 と不適合群の間

で,住 宅類型ならびに居間等に出入口が接す る寝室の割

合に大きな違いはなかった。外気の最低気温の平均値は

3群 間で有意差はなかったが,適 合群は他の2群 より低

い傾向にあった。築後年数および冷房時間の平均値は3

群の間で有意差はなかった。

建築物衛生法(27)に よる建築物環境衛生管理基準(以

下,管 理基準)は 空気調和設備を有する建築物を前提 と

しているので,住 宅にそのまま適用することは適当では

ない。しか し,湿 度についての1つ の目安 として今回の

結果を管理基準 と比較すると,睡 眠時間帯を通して湿度

が管理基準(40%以 上70%以 下)内 であった寝室は64%,

逆に全て管理基準外の高湿度であったのは13%で あ り,

住宅類型による違いはなかった。

(2) 冬季での状況

表6に 冬季における睡眠時間帯での熱環境評価基準値

への適合割合を住宅類型別に示 した。睡眠時間帯を通し

て気温が睡眠時の寝室の熱環境評価基準値(15～21℃)

(9)に 適合 していた適合群は24%,全 て適合 していな

かった不適合群が54%で あ り,夏 季 と比較 して適合群の

割合が低 く,不 適合群の割合が高か った。適合群では集

合住宅が92%を 占めていたが,不 適合群では戸建住宅が

83%を 占めていた。居間等に出入口が接する寝室の割合

は適合群では75%に 達 していたが,不 適合群では28%で

あった。外気の最低気温,築 後年数および暖房時間の平

均値は3群 の間で有意差はなかった。

睡眠時間帯を通して湿度が管理基準内であった寝室は

71%な のに対して,逆に全て管理基準外であったのは12%

であ り,住 宅類型による違いはなかった。
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表8 冬季における住宅類型と温湿度

平均±標準偏差

5.睡 眠時間帯での冷暖房の有無 と温熱環境

表7に 睡眠時間帯での冷暖房機器使用の有無別に寝室

の温湿度をまとめた。冬季での熱環境評価基準値適合群

での集合住宅の割合が高かったので,住 宅の種類別にも

分類した。夏季の戸建および集合住宅での平均気温,最

高気温および最低気温の各平均値は冷房の有無による有

意差はなかった。冷房 していた寝室の各気温の平均値は

そ うでなかった寝室 より高い傾向にあ り,外 気も同様で

あった。冬季でも戸建および集合住宅ともに暖房の有無

による各気温の平均値に有意差はなかった。戸建住宅の

各気温の平均値は暖房 していた寝室がそ うでなかった寝

室より高い傾向にあったが,逆 に集合住宅では暖房して

いた寝室がそ うでなかった寝室 より低い傾向にあった。

暖房 していなかった寝室の平均気温,最 高気温,最 低気

温の各平均値は,戸 建住宅が集合住宅 よりいずれも有意

に低 く(p<0.01),暖 房していた寝室では戸建住宅の最低

気温の平均値が集合住宅より有意に低かった(p<0.05)。

外気の最低気温の平均値は戸建および集合住宅 ともに暖

房 していた寝室がそ うでなかった寝室より低い傾向に

あった。

夏季の平均湿度は,戸 建および集合住宅 ともに冷房の

有無による有意差はなく,冬 季の平均湿度も暖房の有無

による有意差はなかった。

6.住 宅類型と温熱環境実態

表8に 冬季における住宅類型別に就寝時間帯,1日,外

気の温湿度をまとめた。睡眠時間帯および1日 の平均気

温,最 高気温および最低気温の各平均値は,集 合住宅が

戸建住宅よりいずれ も有意に高かった(p<0.01)。 戸建

住宅の各気温の平均値は,木 造と非木造の間で有意差は

なかった。外気の最高気温および最低気温の各平均値は

住宅類型による有意差はなかった。夏季における各気温

の平均値は,睡 眠時間帯,1日,外 気のいずれ も戸建住

宅と集合住宅の間で有意差はなかった。

睡眠時間帯および1日 の平均湿度,最 高湿度,最 低湿

度の各平均値は,夏 季および冬季 ともに戸建住宅と集合

住宅の間で有意差はなかった。

7.寝 室と居間等との位置関係と温熱環境

表9に 冬季における寝室 と居間等 との位置関係別に睡

眠時間帯,1日,外 気の温湿度をまとめた。集合住宅の

平均気温は戸建住宅より有意に高かったので,住 宅の種

類別にも分類 した。戸建住宅での睡眠時間帯および1日

の各気温の平均値は,出 入口が居間等に接する寝室,同
一階で出入口が居間等に接しない寝室

,居 間等 とは別の

階にある寝室の間で有意差はなかった。集合住宅での就

寝時間帯および1日 の各気温の平均値も,出 入 口が居間

等に接す る寝室 とそ うでない寝室 との間で有意差はな

かったが,居 間等に接する寝室が高い傾向にあった。出

入口が居間等に接す る寝室の睡眠時間帯および1日 の各

気温の平均値は,集 合住宅が戸建住宅より有意に高かっ

た(p<0.01)。 同一階で出入 口が居間等に接 しない寝室

の各気温の平均値 も,集 合住宅が戸建住宅より有意に高

かった(p<0.01,1日 の最高気温を除 く)。 一方,夏 季

での各気温の平均値は,住 宅の種類および寝室と居間等

との位置関係の違いによる有意差はなかった。

睡眠時間帯および1日 の各湿度の平均値は,夏 季およ

び冬季ともに住宅の種類および寝室 と居間等 との位置関

係の違いによる有意差はなかった。

考 察

1.名 古屋市の気候

名古屋市の位置する濃尾平野の南部は,伊 勢湾に面 し

てはいるが,外 洋から70km以 上離れているために黒潮

の影響を受けに くく,そ の東 ・北 ・西部は丘陵や山地に

囲まれた盆地状になっているので,内 陸性に近い気候で

ある。夏の平均湿度は70%を 超えることが多いために蒸
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表9 冬季における住宅の種類ならびに寝室と居間等との位置関係と温湿度

平均±標準偏差

し暑 く,冬 は 「伊吹お ろし」 と呼 ばれ る北 西の冷たい季

節 風が吹 くなどして,太 平洋岸 の他都市 よ り寒暖 の差が

大 きい とされ てい る。表10に 札幌,仙 台,東 京,名 古

屋,大 阪,福 岡 の6都 市 の8月 と1月 の温湿度 の月平均

値 を示 した。名古屋市 の8月 の月最 高気温32.2℃ は,大

阪市 の33.0℃ に は及 ばないが,福 岡市の31.6℃ や 東京

都 の30.8℃ を 上回 ってい る。7～9月 における名古屋市

で の30℃ 以上 の延 べ 時間 数 は1980年 の227時 間 か ら

2000年 に は434時 間 に増加 して ヒー トアイ ランド現象が

顕著 にな ってい る。また,熱 帯夜 の出現 日数 も1960年 以

降増加 す る傾向にあ り,1994～1995年 は30日 を超えて

いた(2)。1月 の月平均気温 は東京都 と大阪市が5.8℃,

福 岡市 が6.4℃ で あ るのに対 して,名 古屋市 は4.3℃ で

この4都 市では最 も低い。一方,名 古屋市 の月平均湿度

は8月 が73%,1月 が65%で,い ずれ も福 岡市 とほぼ同

じであ る。

2.睡 眠時間帯での冷暖房器具の使用状況

夏季での外気の日最高気温の平均値は31.4℃ で,名 古

屋地方気象台における8月 および9月 の日最高気温の平

年値(30.1℃)(26)を 上回っていた。1992年 の名古屋

市でのクーラー所有率は96%で,居 間での最大使用率は

80%前 後に達 していたとい う報告(19)と 比較して,今

回の寝室での冷房機器の最大使用率(40%)は かな り低

かった。寝室の冷房割合が低かった理由として,睡 眠時

間帯での寝室の平均気温(27.7℃)は,夏 季の寝室での

熱環境評価基準値以内で,必 ずしも耐えがたい暑さでは

なかった と推定され ること,外 気の最低気温の平均値は

寝室 より4.0℃ 低 く,通 風によって室温を下げることが

表10 日本の各都市の温湿度の1月 および8月 の月別平均
値の比較

平 年 値(1971～2000年 の平 均 値),気 温:文 献(26),湿 度:

文 献(28)

可能であったことが考えられる。

冬季の外気の日最低気温の平均値は0.6℃ であり,名

古屋地方気象台における1月 および2月 の日最低気温の

平年値(0.6℃)(26)と 同じであった。1992年 の名古屋

市での居間での暖房器具最大使用率は90%を 超えてい

たが,寝 室では30%未 満であ り(18),今 回の寝室での

暖房機器最大使用率(19%)は さらに低かった。寝室の

暖房割合が低かった理由として,寝 具内は暖かいために

寝室の気温が低 くてもあまり不快に感 じないことが考え

られる。また,1980年 代前半の東北地方でも居間だけで

暖を採 る一室暖房の住宅が大半 であ った こと(14)や

1994年 の関西地方でも居間での一室暖房が多 く,寝 室や

子供部屋の暖房機器は居間と比較 して貧弱で使用時間も

極めて短いこと(29)が 報告されている。名古屋市内の
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住宅の多 くも居間のような使用頻度の高い部屋だけを暖

め る一室暖房であったために,寝 室の暖房割合が低 く

なった と考える。

3.夏 季の温熱環境実態

夏季の室内温熱環境の実態についての報告は冬季 と比

較して少なく,さ らに寝室での調査例は非常に限られて

いる。しか し,夏 季の場合,各 部屋の間での気温差は小

さく,気 温の変動 も類似 している(12)の で,居 間での

温熱環境から寝室の温熱環境を推定することはある程度

可能であると考える。

関西地区 の木造戸建住宅 の寝室 の調査事例 では,昼 間

は35℃ を 超 え る場 合 もあ った が,夜 間は25～30℃ で

あった(12)。1992年 夏 季における名古屋市内の住宅50戸

での居 間の 日平均気温は29.1℃ で あった(18)。1998～

1999年 で の新潟 県下 の戸建住宅169戸 で の居間 の 日平均

気温は,24～31℃ の範 囲に入 り,外 気温 よ り1～3℃ 高

か った(24)。2000年 で の名古屋市内 の住宅5戸 での使

用頻度 の高 い部屋(主 に居 間)の8月 平均 気温 は28～

30℃ で あ った(20)。 今 回,睡 眠時間帯で の平均気温 は

27.7℃,1日 値 では28.4℃ で あ り,他 の報告 と同様 な結

果であ った。寝室 の79%で は 冷房時以外は終 日窓 を開放

していた。 このことは夏季 の窓開放は主に 「涼 し くす る

ため」であ り(30),睡 眠 時間帯 の寝室での最低気温 の平

均値が外気 よ り4.0℃ 高 か った ことと一致 してい る。

日平均気温 は室内 と外気 との間で強い相関 があ り

(18),居 間の日平均気温は外気の影響を大きく受けてい

た(24)。 一方,室 内の月平均気温は住宅間で顕著な違い

はなく(20),居 間の日平均気温は戸建住宅と集合住宅の

間で有意差はなかった(18)。 今回も寝室の最高気温およ

び最低気温はいずれも外気との間で有意な相関関係があ

り(p<0.01),寝 室の79%で は冷房時以外は終日窓を開

放していたために,室 温は外気温の影響を大きく受けて

いたことが考えられる。その結果,寝 室の平均気温も住

宅類型による違いがなく,住 宅間の気温差は主に外気温

の違いに起因していたと考える。

冷房していた寝室の平均気温は,そ うでない寝室より

低 くなると予想されたが,逆 に冷房 していた場合の方が

高い傾向にあった。冷房による室温低下はあまり大きく

ないために平均室温への影響が小さかったこと(18)や

外気温 の影響を受 けに くい高気密高断熱住宅で冷房を

行った場合でも日平均室温が外気よりも低い日数は約3

分の1で あったことが報告されている(31)。 今回,外 気

温の高い日に冷房する場合が多かったことや冷房時間が

間欠的であったために,冷 房による平均気温の低下がみ

られなかったと考える。

今回,外 気の湿度は不明であるが,冷 房時以外は窓を

開放 していた場合が多かったことから,室 内の湿度 も外

気の影響を強 く受けていたと考える。

4.冬 季の温熱環境実態

冬季の室内温熱環境の実態についての報告は比較的多

いが,そ の多 くは寒冷地の住宅を対象 としており,東 京

以南の温暖地域を扱ったものは限 られている。また調査

対象も居間が中心で寝室に関するものは少ない。わが国

では北海道などの寒冷地以外の地域では居間のような使

用頻度の高い部屋だけを暖める一室暖房が多いので,暖

房室と非暖房室の間にはかな り大きな気温差がある(3)。

新潟以南の地域では,寝 室が居間か ら独立 し,し かも寝

室での暖房が行われていない場合が多いために,大 半の

住宅 の寝室 の気温 は居間 より低 い と推定 され てい る

(18)。 したがって,暖 房が行われることが多い居間の温

熱環境から暖房されることが少ない寝室の温熱環境を推

定することは困難である。

1982年 冬 季 の山形 県郡 部の住宅20戸 で の寝室 の気温

は2～8℃ であった(13)。1992年 冬 季 の東北地 方の都

市 住宅970戸 で の起床 時 の寝室 の平均 気 温 は9.0℃ で

あ った(16)。1995年 冬 季 の北 関東地方農村地域 の住宅

12戸 での夜間就 寝時 の寝 室 の室 温 は0～5℃ で あった

(23)。1982～1984年 冬 季 におけ る関西地方 の木造戸建

住宅 の調査 で も,寝 室 ではほ とん ど暖房が な く,夜 間 は

8～10℃ で あ った(12)。1992年 冬 季 にお け る名 古屋市

内の住宅46戸 での居 間の 日平均気 温 は17.1℃ で あ り,

寝 室 の 日平均気温 は居間 よ り低い と推 定 していた(18)。

2000年 冬 季におけ る新潟 お よび愛 知県下 の住宅各5戸 で

の寝室 の気温 は10℃ 以下 の場合が 多か った(21)。 今 回,

睡 眠時 間帯 での平均気温は13.1℃,1日 値 で は13.6℃ で

あった が,外 気温 の地域差を考慮す る と従来 の報告 と矛

盾す るものでないと考 える。

住宅間での平均気温のばらっきは大 きく,戸 建住宅の

居間では8～29℃ に分布 していた(24)。 今回,睡 眠時

間帯の寝室での平均気温は2.7℃ から22.6℃ まで分布

していた。このことは,気 象要因や暖房強度,個 々の住

宅での断熱性能や気密 ・換気性能 の影響だけではなく,

居住室温に対する要求あるいは生活習慣や経済観念の違

いなどの生活に関連した要因も温熱環境に影響を及ぼし

ていたと可能性がある。

睡眠時間帯を通して寝室の気温が冬季の熱環境評価基

準(15～21℃)に 適合 していた寝室や最高気温が21℃

を超えていた寝室の割合は24%で,夏 季での適合割合の

約半分であった。冬季の温熱環境は夏季 と比較 して改善

の余地が大きいと考える。今回,睡 眠時間帯の最高気温

が15℃ 未満の寝室が過半数を占めていた。寝室での気温

の低さが起床時の寒さに対する心理的負担になって生活

行動に制約を与えること(22)が 指摘されているので,

衣類による保温だけではなく住宅の断熱性や気密性を高

めることなどによって,起 床時の寝室の気温を極端に低

下させないことが望まれる。

冬季のビルでは湿度を40%以 上に保つ ことが難 しく,

室内空気の乾燥が問題になっている(32)。 今回の調査で

は睡眠時間帯の平均湿度は61%で あ り,ビ ルと比較して
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高かった。この理由として,住 宅での炊事や入浴,開 放

型暖房器具の使用など室内での水分発生量は単位床面積

当た りで比較するとビルより大 きいこと,自 然換気に依

存している住宅での換気回数は機械換気を行 うビルと比

較 して小さいために室内に水蒸気が滞 りやすいこと,住

宅の室温は空気調和設備を有するビルと比較して低い場

合が多いことが考えられる。睡眠時間帯での平均湿度が

70%を 超えていた寝室もみられた理由としては,寝 室の

室温 自体が低いこと,他 の暖かい室内の水蒸気が寝室に

移行 したこと,在 室者の呼気などに由来する水分が蓄積

したことが考えられる。

5.戸 建住宅と集合住宅

今回,冬 季の睡眠時間帯での寝室の平均気温は,戸 建

住宅 では10.8℃ であった のに対 して集合住宅 では

16.0℃ であ り,集 合住宅の平均気温は戸建住宅 より有意

に高かった(p<0.01)。 この結果は,冬 季の住宅での居

間の日平均気温は,全 国平均で集合住宅は戸建住宅 より

約2℃ 高かった とい う報告(18)や,コ ンクリート造集

合住宅での居間の明け方の最低気温は木造戸建住宅より

高い範囲にあったとい う報告(15)と 同じ傾向であった。

集合住宅での室間での気温差は戸建住宅より小さい と

いう報告(17)が あるので,集 合住宅 と戸建住宅の間での

寝室 と居間等 との位置関係の違いが平均気温に影響 して

いた可能性 も考えられる。すなわち,床 面積が比較的狭

い集合住宅では寝室の出入口が居間等に接す る場合やそ

の出入口も開放されていた場合が多かったために,冬 季

には暖房されていることが多い居間等から寝室に熱が移

行 していた ことが考えられる。このことは,戸 建住宅お

よび集合住宅 ともに出入口が居間等に接する寝室の平均

気温が同一階で出入 口が居間等に接 しない寝室 より高い

傾向にあったことから示唆される。戸建住宅で別階(2階)

にあった寝室の平均気温が出入口が居間等に接する寝室

と同程度であった理由のひとつとしては,2階 は1階 よ

り日当た りが良い場合が多 く,昼 間上昇 した室温の影響

が夜間まで残っていた ことが考えられる。このように気

温が高い居間等から寝室への熱の移行 も示唆されたが,

寝室と居間等との位置関係にかかわ らず,寝 室の平均気

温は集合住宅が戸建住宅より有意に高かった(p<0.01)

ので,住 宅の種類の違いによる影響が より顕著であった

と考える。
一方
,戸 建住宅での各気温の平均値は,木 造住宅 と非

木造住宅の間で有意差はなかった ことから,少 なくとも

戸建住宅では住宅構造 の影響は小さい と考える。住宅の

気密性や断熱性などの住宅性能を調査していないために

断定はできないが,冬 季における集合住宅の平均気温が

戸建住宅 より有意に高かった理由として,集 合住宅は一

般的に戸建住宅より気密性が高い場合が多いので屋内の

熱が屋外に移行しにくいこと,集 合住宅は戸建住宅 と比

較 して外気 と接する面積が小さいのに比例して熱の損失

量が少ないこと,大 半の集合住宅の躯体である鉄筋 コン

ク リー トは木材 より熱容量 が約3～4倍 大 きい(33)の

で一旦温度が上昇 した躯体 は冷 めに くい ことが考 えられ

る。

6.今 回の調査の限界

今回の調査は,住 宅を必ずしも無作為に選んでいない

こと,調 査住宅数が限られていること,断 熱性能や気密

性能などの住宅性能や冷暖房強度に関す るデータが欠け

ていることから,名 古屋市内の住宅の寝室全体 として評

価することはできない。しかし,夏 季 と冬季での室内の

日平均気温や室内外の気温の相関関係が他の報告と大き

く異なることはなかったことから,名 古屋市内の既存住

宅の寝室での温熱環境を推定することは可能であると考

える。

今回の調査での睡眠時間帯は,調 査した各住宅での睡

眠時間帯とは必ずしも一致 していない。 しか し,過 半数

の住民が睡眠を取 っている時間帯の温熱環境は睡眠時の

寝室の温熱環境を推定するための目安になると考える。

室温は外気温の影響を強 く受けるために外気温 との関

係の解析が不可欠である。外気温は名古屋地方気象台の

観測値を使用 しているので,個 々の住宅での外気温 と同

じではない。 しかし,名 古屋市内の大気汚染常時監視測

定局8局 の年平均気温の幅は0.9℃ である(34)の で,

外気温が住宅間で大きく異なっていた可能性は小さいと

考える。

温熱環境の快適性は,気 温 と湿度だけではなく,気 流

及び輻射熱の影響を受ける。今回は気流及び輻射熱の24

時間連続測定値を得ることができなかったので,こ の報

告では寝室の温湿度の実態を示して熱環境評価基準値と

比較するに止まっている。今後は,温 湿度だけではなく,

在室者の快適性を含めた温熱環境の評価が必要であると

考える。

結 語

名古屋市内の住宅の睡眠時間帯の寝室の温熱環境およ

び冷暖房の実態を明らかにするとともに,寝 室の温熱環

境に影響を与える住宅の要因の検討するために,睡 眠時

間帯の寝室の温湿度および住宅の属性 を,1995～2001年

度にかけて夏季に84室,冬 季に100室 調査 した。

睡眠時間帯の冷房割合の平均値は23%,暖 房割合は7%

であった。睡眠時間帯の寝室の気温および湿度の平均値

は,夏 季が27.7℃ と62%,冬 季が13.1℃ と61%で あっ

た。睡眠時間帯を通して寝室での気温が熱環境評価基準

値(夏 季:24～28℃,冬 季:15～21℃)に 適合してい

たのは,夏 季が39%,冬 季が16%で あった。夏季の睡眠

時間帯での寝室の平均気温は,戸 建住宅 と集合住宅の間

で有意差はなかった。冬季の平均気温は,住 宅の間で大

きなバ ラッキがあ ったが,集 合住宅 は戸建住宅 より

5.2℃ 有意に高かった(p<0.01)。 睡眠時間帯の寝室の

平均湿度は,両 季節 ともに集合住宅 と戸建造住宅の問で
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有意差は なか った。
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